
 

み ん な で 一 緒 に 考 え よ う
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※「ヘイトスピーチ（憎悪表現）対策法」の施行

あか

ぞう ひょう げんお たい さく ほう せ こう

しょ かんがいっ

こく じん じん けんがい



　平
へい

成
せい

２9 年
ねん

に内
ない

閣
かく

府
ふ

が行
おこな

った調
ちょう

査
さ

（日
に

本
ほん

に居
きょ

住
じゅう

している外
がい

国
こく

人
じん

に関
かん

し、現
げん

在
ざい

、どのような人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

が起
お

きていると思
おも

いますか？）では、「風
ふう

習
しゅう

や習
しゅう

慣
かん

等
とう

の違
ちが

いが受
う

け入
い

れられないこと」などが問
もん

題
だい

になっていることがうかがえ
ます。

　今
こん

日
にち

、我
わ

が国
くに

に入
にゅう

国
こく

する外
がい

国
こく

人
じん

は長
ちょう

期
き

的
てき

に増
ふ

える傾
けい

向
こう

にあります。こうし
た中

なか

、言
げん

語
ご

、宗
しゅう

教
きょう

、文
ぶん

化
か

、習
しゅう

慣
かん

等
とう

の違
ちが

いから、外
がい

国
こく

人
じん

をめぐって様
さま

々
ざま

な人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

しています。
　例

たと

えば、外
がい

国
こく

人
じん

であることを理
り

由
ゆう

に、アパートへの入
にゅう

居
きょ

を拒
きょ

否
ひ

されたり、
理
り

容
よう

店
てん

において外
がい

国
こく

人
じん

であることを理
り

由
ゆう

に理
り

容
よう

サービスの提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

される
といった事

じ

案
あん

が生
しょう

じています。
　また、近

きん

時
じ

、都
と

内
ない

等
など

で行
おこな

われたデモにおいて、特
とく

定
てい

の国
こく

籍
せき

の外
がい

国
こく

人
じん

を排
はい

斥
せき

する趣
しゅ

旨
し

の言
げん

動
どう

が公
こう

然
ぜん

と行
おこな

われ、平
へい

成
せい

28 年
ねん

6 月
がつ

3 日
か

には「ヘイトスピーチ
（憎

ぞう

悪
お

表
ひょう

現
げん

）対
たい

策
さく

法
ほう

【正
せい

式
しき

名
めい

称
しょう

は、本
ほん

邦
ぽう

外
がい

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

に対
たい

する不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

言
げん

動
どう

の解
かい

消
しょう

に向
む

けた取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

】」が施
せ

行
こう

されました。

内
な い

閣
か く

府
ふ

「人
じ ん

権
け ん

擁
よ う

護
ご

に関
か ん

する世
よ

論
ろ ん

調
ちょう

査
さ

」

外
が い

国
こ く

人
じ ん

の人
じ ん

権
け ん

を尊
そ ん

重
ち ょ う

しましょう

●内閣府「人権擁護に関する世論調査」（平成29年10月調査）から
ない  かく　ふ じん けん よう ご かん よ ろん ちょう さ

へいせい ねん がつ さちょう



　２０２０年
ねん

には、東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピック競
きょう

技
ぎ

大
たい

会
かい

の開
かい

催
さい

を迎
むか

えることもあり、外
がい

国
こく

人
じん

と接
せっ

する機
き

会
かい

は今
こん

後
ご

益
ます

々
ます

増
ぞう

加
か

することが予
よ

想
そう

されま
す。
　外

がい

国
こく

人
じん

に対
たい

する偏
へん

見
けん

や差
さ

別
べつ

をなくしていくため、文
ぶん

化
か

等
など

の多
た

様
よう

性
せい

を認
みと

め、
外
がい

国
こく

人
じん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

等
など

を理
り

解
かい

・尊
そん

重
ちょう

するとともに、お互
たが

いの人
じん

権
けん

に配
はい

慮
りょ

した行
こう

動
どう

をとりたいものです。※ 法
ほう

務
む

省
しょう

ホームページより一
いち

部
ぶ

引
いんよう

用

【ヘイトスピーチＱ＆Ａ】
Ｑ１　ヘイトスピーチって何

なに

？ 
Ａ１　ヘイトスピーチに明

めい

確
かく

な定
てい

義
ぎ

はあり
ませんが、最

さい

近
きん

、デモやインターネット上
じょう

で、特
とく

定
てい

の国
くに

の出
しゅっ

身
しん

の人
ひと

々
びと

を、その出
しゅっ

身
しん

で
あることのみを理

り

由
ゆう

に一
いっ

方
ぽう

的
てき

に我
わ

が国
くに

の社
しゃ

会
かい

から追
お

い出
だ

そうとしたり、特
とく

定
てい

の国
くに

の出
しゅっ

身
しん

の人
ひと

々
びと

に一
いっ

方
ぽう

的
てき

に危
き

害
がい

を加
くわ

えよ
うとしたりする内

ない

容
よう

の言
げん

動
どう

が見
み

られ、このような言
げん

動
どう

が一
いっ

般
ぱん

にヘイトスピー
チと言

い

われています。例
たと

えば、特
とく

定
てい

の国
くに

の出
しゅっ

身
しん

の人
ひと

々
びと

について一
いち

律
りつ

に「日
に

本
ほん

から叩
たた

き出
だ

せ」や「殺
ころ

せ」というものが、ヘイトスピーチに当
あ

たると言
い

われ
ています。

Ｑ２　ヘイトスピーチの何
なに

が問
もん

題
だい

なの？
Ａ２　このような言

げん

動
どう

は、言
い

われている人
ひと

々
びと

の心
こころ

を傷
きず

つけたり、そのような
人
ひと

々
びと

に対
たい

する差
さ

別
べつ

を生
しょう

じさせるおそれがあり、決
けっ

してあってはならないもの
です。

Ｑ３　ヘイトスピーチをなくすために、私
わたし

たちにできることは？
Ａ３　まずは、こうしたヘイトスピーチをなくしていく必

ひつ

要
よう

性
せい

について、私
わたし

たちの理
り

解
かい

を深
ふか

めることが重
じゅう

要
よう

です。

ヘイトスピーチに関
か か

わって

ヘイトスピーチによる被害など、
人権に関する問題でお悩みの方はご相談ください。

法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会

出
しゅっ

典
てん

：「私
わたし

たちの身
み

近
ぢか

にあるヘイトスピーチ」

【法
ほう

務
む

省
しょう

人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

局
きょく

・全
ぜん

国
こく

人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

連
れん

合
ごう

会
かい

】刊
かん



題
だい

字
じ

・新
しん

宮
ぐう

市
し

長
ちょう

　田
た

 岡
おか

　実
み

 千
ち

 年
とし

平
へいせい

成 30 年
ねん

3 月
がつ

（2018）

◆脅
きょう

迫
はく

的
てき

言
げん

動
どう

「○○人
じん

は殺
ころ

せ」

「○○人
じん

を海
うみ

に投
な

げ入
い

れろ」

◆地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

から排
はい

除
じょ

することを扇
せん

動
どう

する言
げん

動
どう

「○○人
じん

はこの町
まち

から出
で

て行
い

け」

「○○人
じん

は祖
そ

国
こく

へ帰
かえ

れ」

「○○人
じん

は強
きょう

制
せい

送
そう

還
かん

すべきだ」
外
が い

国
こ く

人
じ ん

の人
じ ん

権
け ん

ポスター
キャッチコピーコンテストより

◆著
いちじる

しく侮
ぶ

蔑
べつ

する言
げん

動
どう

　特
とく

定
てい

の国
くに

・地
ち

域
いき

の出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

について「ゴキブリ」などの昆
こん

虫
ちゅう

、動
どう

物
ぶつ

、ものに例
たと

える。このほか、隠
いん

語
ご

や略
りゃく

語
ご

が用
もち

いられ

たり、一
いち

部
ぶ

を伏
ふ

せ字
じ

にしたりするケースもある。

　全
ぜん

国
こく

的
てき

にみると、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の違
ちが

いなどから外
がい

国
こく

人
じん

と軋
あつ

轢
れき

の生
しょう

じてい

る地
ち

域
いき

もあるようです。また、一
いち

部
ぶ

の地
ち

域
いき

では、ヘイトスピーチの問
もん

題
だい

も発
はっ

生
せい

しています。

　熊
くま

野
の

三
さん

山
ざん

が世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されて以
い

来
らい

、当
とう

地
ち

方
ほう

でも外
がい

国
こく

人
じん

旅
りょ

行
こう

者
しゃ

の姿
すがた

が多
おお

く見
み

受
う

けられるようになりました。

　違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、思
おも

いやりをもって、互
たが

いの人
じん

権
けん

を尊
そん

重
ちょう

していくこと

が今
こん

後
ご

とも大
たい

切
せつ

にされなければならないのではないでしょうか。

「これがヘイトスピーチ」典
て ん

型
け い

例
れ い

を提
て い

示
じ

【法
ほ う

務
む

省
しょう

】


